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「発達」を支援するということ

＊障害特性のみにとらわれず

＊行動のみを変容させることではなく

＊その背景にある発達要求を知る

発達の領域発達の領域発達の領域発達の領域 ＝ 運動・理解・言語・

社会性・対人・生活習慣

「発達」とはこどもが学び成長する段階です！
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「発達をみる」とは、対象に正確に焦点を合わせる営みともいえ

よう。

さらにファインダー（あなたの眼）から見える子どもはあなた次第

で変化する。

「発達を学ぶ」ことによって、あなたの眼は豊かになり子どもは新

たに発見される。

そしてあなたは子どもだったのだから、こどもの発見とはあなた

自身の発達過程の発見（過去から現在そして将来にわたる発達

過程の発見）となる。

田中真介「発達がわかれば子どもが見える」3
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アセスメントアセスメントアセスメントアセスメント

＝基本的な発達をベースにして、その子

その子の特性を知る

こどもの様子を知るために

③観察

日常的な行動の様子

②聞き取り

こどもの育ちと保護者の思いを受け止める

＊妊娠中や出産時の状況把握

＊家庭の環境

＊こどもの健康状態・既往歴

①発達検査
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発達の姿を知る発達の姿を知る発達の姿を知る発達の姿を知る ～「○○ができる できない」に着目

するのではなく「今何をしたい今何をしたい今何をしたい今何をしたいと

思っているか。何に興味や関心が向何に興味や関心が向何に興味や関心が向何に興味や関心が向

いているかいているかいているかいているか」という目線に立って

“こども”を捉えることが必要。

ポ

イ

ン

ト

①あそびの様子から

②生活の様子から

③人との関係のとり方から

④身体の使い方から

⑤子育ての中で困難と感じるところ

（母親のききとりから）
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愛着形成愛着形成愛着形成愛着形成 とととと 発達発達発達発達
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乳幼児期の愛着形成乳幼児期の愛着形成乳幼児期の愛着形成乳幼児期の愛着形成

愛着形成の育ちに必要な条件愛着形成の育ちに必要な条件愛着形成の育ちに必要な条件愛着形成の育ちに必要な条件

＊この人はじぶんの要求や感情や意志を理解してくれ

る特定の人の存在。

＊この人（ここでは、母親）に守られているという身

体的・精神的安心感。

形成時期 生後６～８カ月頃

期間 約５～６カ月間

☆見知らぬ他者への人見知りと母親や親密な人への後

追いという形で表れることが多い 8



障害児の愛着形成の特徴障害児の愛着形成の特徴障害児の愛着形成の特徴障害児の愛着形成の特徴

乳幼児期では乳幼児期では乳幼児期では乳幼児期では

� 障害のあるお子さんは、

愛着形成に時間がかかる。

� 母親を道具のように扱っ

たり、母親がいなくても

平気だったりする。

重要！重要！重要！重要！

愛着形成は、子どもの発達

にとって非常に重要です。

“五感を豊かに働かせられ

る遊び”の提供とともに、

大人が一緒に遊ぶことを増

やし共感を生むことで、愛

着形成を促します。

愛着形成が進むと愛着形成が進むと愛着形成が進むと愛着形成が進むと

� 母親がいない事が不安に

なります。

� 母親に誉められることを

またやろうとする気持ち

が芽生えてきます。
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学齢期のこどもたち学齢期のこどもたち学齢期のこどもたち学齢期のこどもたち
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学童期の特徴と支援

幼児期の

信頼関係

自発性

積極性

目的性

ものを成し遂げる

学童期の発達の姿

できる？できる？できる？できる？

できない？できない？できない？できない？

ほめてもらえた！

認められた！

不安もいっぱい不安もいっぱい不安もいっぱい不安もいっぱい

自己肯定感

自尊心

生産性の感覚
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放課後デイサービスの役割について

取り柄

劣等感

☆成し遂げるよろこび

☆友達・大人に褒めて

もらうよろこび

大人になるまでのとても大切な時期

☆孤立をふせぐ

☆仲間の存在

☆充実した活動

ポイント！ポイント！ポイント！ポイント！
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こどもの特性と支援のポイント
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知的なおくれのあるこどもの支援

①知能検査や発達検査で表されるIQや
DQが、
平均よりも低いこと

②社会適応が年齢よりも遅れている状態

同じ年令の集団で同じ勉強や活動をする

ことが難しいこともある。

特徴・・・乳幼児期の発達がゆっくり特徴・・・乳幼児期の発達がゆっくり特徴・・・乳幼児期の発達がゆっくり特徴・・・乳幼児期の発達がゆっくり

知的なおくれのあるこども
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ことばや文章を理解する

お金を計算したり、時間

をはかったりする

相手の行動を見て自分を

守ったり、備えたりする

学校の勉強を理解する

「苦手」なことと「得意」なことを見つける「苦手」なことと「得意」なことを見つける「苦手」なことと「得意」なことを見つける「苦手」なことと「得意」なことを見つける
ポイント

音楽や絵画な

どの活動ではと

ても集中できる

人との関わりが

好きで、マネなど

が上手

感情の表現が豊

かでユーモアが

ある

一度興味を持つ

と、生涯とおして

の趣味となる

たとえば・・・たとえば・・・たとえば・・・たとえば・・・

知的なおくれのあるこども2

ことばで表現したり

文章で表現する

にがて

とくい

でも・・・でも・・・でも・・・でも・・・
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否定的な自己評価

依存的

逸脱・衝動的

緊張状態

仲間はずれ

注意注意注意注意点～知的障害が軽度な場合、支援が必要で点～知的障害が軽度な場合、支援が必要で点～知的障害が軽度な場合、支援が必要で点～知的障害が軽度な場合、支援が必要で

あることが見過ごされる事がありますあることが見過ごされる事がありますあることが見過ごされる事がありますあることが見過ごされる事があります

そのため・・・

「わたし」

らしいって

ステキ！

というというというということにことにことにことにならないようにならないようにならないようにならないように・・・・・・・・・・・・

適切な支援

知的な遅れのあるこども3

あなたにはステキな

ところがたくさんあ

るよ！

☆発達年齢

☆達成感

☆楽しい経験

☆ほめられる経験
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３つの特徴

人と上手に付

き合えない

コミュニケー

ションがうま

くいかない

想像力に困難

さがあるため

に、こだわり

がある

自閉傾向のあるこども１

対人交渉の質的な困難さ

コミニュケーションの

質的な困難さ

イマジネーションの障害

ポイント！

肯定的な言葉に変えて

みよう！

☆ ○○君ワールドだね！

☆ 斬新な発想だね！

☆ ○○研究家だね！
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体験の共有・共同注意

知的理解（物のあり方）および

情緒的評価（好感・嫌悪）

大人がこどもの視線に合わせることで感情を共有

する。

自分だけで自分だけで自分だけで自分だけで見る見る見る見る

自閉傾向のあるこども2
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その子に合った支援が必要なわけその子に合った支援が必要なわけその子に合った支援が必要なわけその子に合った支援が必要なわけ

「○○君流」「○○さん流」が否定され続けると、自信がなくなり

人と一緒にいることが苦痛に感じられるようになるようです。

しかし、こども自身が苦痛と自覚できにくいため、生活上、苦痛を表現する

ためにこども自身が困難な状況になることがあります。

①「〇〇君流」を認める

②苦痛となっている環境

を整理・整備する

③「こうやったらうまく

いくよ」という真似し

やすいモデルを示す

④行動や感情を周りが言葉で

代替する

「○○になってるね」

「〇〇したかったね」

「くやしかったね」

「痛かったね」

支支支支

援援援援

のののの

ポポポポ

イイイイ

ンンンン

トトトト

自閉傾向のあるこども3
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肢体不自由（重症心身障害）のこども肢体不自由（重症心身障害）のこども肢体不自由（重症心身障害）のこども肢体不自由（重症心身障害）のこども

服薬

機能訓練

補装具

医療 福祉

療育・保育

育児支援

福祉サービス・制度

仲間

相互に連携しあう

生活・あそびの配慮と工夫生活・あそびの配慮と工夫生活・あそびの配慮と工夫生活・あそびの配慮と工夫

身体機能の障害がある場合、特に保護者においては機能訓練に重点を

おいた関わりになることがありますので、“特別な子”という扱いに

ならないよう、しかし丁寧な関わりが必要になります。

環境への配慮も求められます。

しかし幼児期は特にあそびや生活の経験から、広い領域での発達が促

されます。

補装具や日常生活に必要な用具を工夫することで「自分のペースでで

きる」事が意欲や発達につながっていきます。

肢体不自由1
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みんなと一緒

にあそぶよ

①身体の構造や医療的知識

②安全で心地よい、まわりの様子がわかる環境

③こどもとしての生活リズム

①まったく同じ形でなくても、その子なりの“同じ”

を作り、仲間とのあそびができるようにしましょう

②年齢に応じた社会経験を体験しましょう

③こどもの小さなサインも大事なコミニュケーション

であると捉え、選択肢や意味づけなどで豊かになる

よう支援の工夫をしましょう

肢体不自由2

こ

ど

も

の

こ

ど

も

の

こ

ど

も

の

こ

ど

も

の

気

持

気

持

気

持

気

持

ちちちち

基礎

応用
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関わりのポイント

①こどもの表現をどのように受け止め、どのように返すかが、その子

の育ちに大きく影響します。「その子を知ろう」とする気持ちが大

事です。

②「できない」ではなく「どうだったらできるのか」を考えることが

大切です。

③肢体不自由（重心）のこどもは障害が重複している場合が多いため、

外界からの働きかけの受け止め方がこどもによって違っています。

こどもの内面をよく知るためには、その子の医療的情報から得られ

る身体的特徴を知り、配慮や工夫を考えることが必要です。そのた

めにも関係する専門機関や専門職（医師・セラピストなど）との連

携が不可欠です。

肢体不自由3
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まままま とととと めめめめ
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障害があるなしに関わらず、こどもとして、その年齢で経験する

べき事は、環境を用意して経験できるような配慮をすること。

（ライフステージの中で考える）

その上で、さらに障害やこどもの特性に合わせた支援（合理的配

慮）ができること。

充分充分充分充分に遊びきるに遊びきるに遊びきるに遊びきる

見通し見通し見通し見通しある毎日を送るある毎日を送るある毎日を送るある毎日を送る

仲間がいる仲間がいる仲間がいる仲間がいる

葛藤がある葛藤がある葛藤がある葛藤がある

安心安心安心安心できる基地があるできる基地があるできる基地があるできる基地がある

認めて認めて認めて認めてくれる大人がいるくれる大人がいるくれる大人がいるくれる大人がいる

生活生活生活生活リズム・健康リズム・健康リズム・健康リズム・健康

「こどもの未来」に向けた支援を目指して「こどもの未来」に向けた支援を目指して「こどもの未来」に向けた支援を目指して「こどもの未来」に向けた支援を目指して

キーワード
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こどもが発達するために必要な要素こどもが発達するために必要な要素こどもが発達するために必要な要素こどもが発達するために必要な要素

Ⅰ あそび（楽しく・友達と・色々な経験・一定の日課など）

Ⅱ 健康なからだ（食事・睡眠・排泄）

Ⅲ 安心できる環境（清潔でのびのびできる場所）

Ⅳ 認めて受け止めてくれる人の存在

資料も見てね！
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